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【前期】小論文 出題意図・解答例 

設問１ 

【出題意図】 

（１）医学研究科大学院生として必要とされる論理的思考力の文章校正力の程度を評価するため 

出題した。 

（２）「高齢化社会の問題点についてあなたの考えを述べなさい。」というテーマについて、既 

成概念に捉われることなく、自ら思索し、見解を論理的にまとめる能力を有しているかを 

評価するため出題した。 

 

【解答例】 

現代社会では、出生率低下や医療技術進歩による寿命延長により少子高齢化が進行している。

高齢者の割合が増える中、健康な高齢期を迎えるために医療や福祉に対する需要が増大してい

る。労働力減少や社会保障制度の持続可能性にも影響が出ている。現在の医療提供体制は、国民

皆保険制度の下で国民が必要な医療を受けることができるように整備されているが、高齢化に伴

って様々な病気と共存しながら、生活の質の維持の必要性が高まっている。 

 このような高齢化社会において、医療に求められることがいくつかある。ひとつは高齢者に対

する予防医療の強化である。まずは一次予防として健康な生活習慣の推進や予防接種、健康診断

などを定期的に実施することが重要である。また、二次予防として早期の疾患や健康問題を発見

してその進行を防ぐため、疾患の早期発見、寛解のための医療検査や治療が重要である。また、

高齢者が自宅で適切な医療を受けられるように在宅医療や訪問看護サービスの充実も必要であ

る。さらに、在宅医療では患者さんやその家族に対する教育も重要である。 

 このように高齢化社会においては様々な問題が生じると考えられるが、上記のような取り組み

を進めることで、持続可能で質の高い医療を提供し、高齢者の健康の向上に繋がると考えてい

る。 

 

  



設問２ 

【出題意図】 

（１）医学研究科大学院生として必要とされる論理的思考力と文章構成力の程度を評価する 

ため、出題した。 

（２）臨床研究の重要な指標である全生存期間（OS）について、既成概念にとらわれることなく 

自ら思索し、論理的にまとめる能力を評価する。 

（３）OSの意義を理解した上で、後治療の影響や代替エンドポイントとのバランス等、現代の 

臨床試験の課題を俯瞰できているかを問う。 

 

【解答例】 

臨床研究において OS の延長を追求する最大の意義は、それが患者の「生存」という究極的か

つ普遍的な利益を直接的に反映する点にある。無増悪生存期間（PFS）などの代替エンドポイン

トと比較して測定バイアスが介入しにくく、治療の真の有効性を証明する最も客観的で確固たる

評価指標（ゴールドスタンダード）として機能する。 

一方で、OS を追求することには現代の臨床試験においていくつかの限界が存在する。第一

に、評価に長期間の追跡を要するため、有望な新規治療薬や個別化医療の臨床への迅速な導入が

遅れる懸念がある。第二に、後治療（クロスオーバーや新規薬剤の連続投与）が発達した現在、

初期治療の純粋な効果が希釈され、OSによる有効性の証明が統計学的に困難になるケースが増

加している。第三に、生存期間の延長のみに固執することは、治療に伴う重篤な有害事象や患者

の QOL 低下を見落とす危険性を孕む。 

したがって、OS を最重要視する原則は維持しつつも、治療開発の早期段階では適切な代替エ

ンドポイントを活用し、さらには患者報告アウトカム（QOL 評価など）を用いた総合評価を統合

することで、多角的な視点から治療の真の価値を検証する姿勢が不可欠である。 


